大学院公開講座を開設して by unknown
〔千葉医会誌(1969)44，796，.798J 
〔雑報ユ 大学院公開講座を開設して*
医学部の卒後教育の変草の時期にあたって大学院の存
在についていまほど真剣に論ぜられ，またいまほど危機
感におそわれているときはない。
これはいたずらに大学院という名のみが存在していて
も，それにみあうスタッフ，設備，研究費などの裏付け
がなく，そのうえとくに臨床教室のばあいには，教育，
研究，診療にたいするばく然たる態勢はあるにしても，
それらが確然とは整理されていないという点，叉，大学
院生の側にも一部には博士号獲得の特急指定券的な安易
な考え方をもっているものもあるという点などからきて
いることであろう。
しかし，大学の行く道は真理の探究にあるのだから，
これに異議をさしはさむものはないであろう。大学院は
学問研究の大きな柱をなしていなければならないし，わ
れわれ自身がつねに意識してそれを正しく支える責任を
もっているのである。
そのような見地から本学では昭和 43年 7月8日より 
1週間にわたってはじめて大学院公開講座を開設した。
大学院大学における公開講座には，いくつかの形式と
種類があるが，今回は講座単位とこれに研究施設が加わ
ってそれぞれ独自の研究課題を公開する形式をとった。
現にわが国でもある大学はその地域住民へのサービスと
して教養講座をもっているところや，あるいは特定の研
究課題たとえば生命論といったものを中心に各講師が講
座をもつものもあって，いずれも夏季休日畏などを利用し
て行なわれている。また外国にその例をみると，著名な
学者によるレクチャーを行なうことがある。本学ではこ
れを千葉医学会が担当して開催しているが，これなどは
大学院講座としてその大学の誇りとするものであろう。
今回の形式の公開講座では，それを担当する講座の属
する学会で最先端を行く業績が述べられるようになって
しまうので，かなり加減はしであるとはいっても受講者
にとっては難解のものもなかにはあったかと思われる。
その点からみるとあたかも大学院生のみを対象として
*ゐのはな同窓会報第 38号(1968年 10月 I日発行)
より転載
本講座が組まれたやに感ぜられるかもしれないが，今回
の講座の意図した対象はそうではなくて参加してもらい
たかったのは大学院学生や研究生はもちろんのこと，医
学部の学生およびそれと同等の素養のある本学の職員そ
の他であった。
今回の公開講座の試みは大学の研究活動のありさまを
ありのままに公開して本学における学問研究向上のため
の手がかりとしたかったのである。
はじめての試みであったから当然いくつかの欠点も露
呈されはしたが，予想以上に参会者が多く，かなりの成
果を収めて開催した目的は達せられたと思われる。とく
に学生諸君には将来の進路をきめるよすがになったであ
ろうし，大学院生にとっては現代医学の進歩を広く学び
えたであろう。また他の参会者にとってはそれぞれの学
会のトピックスを深く知ることができたであろう。一方
講座を担当したある教授は，この準備のために数カ月も
費し，終了とともに数日間の休養を必要としたほどであ
ったと述べており，梅雨明け近い暑さも加わってきた時
期にまことに熱のこもった公開講盛であったと思う。
今後もこのような形式の公開講座は開催されてゆくと
思うが，ただ今回は予算もなく，ほとんど担当講座の厚
意に甘えて行なった点は改善してゆきたい。
また千葉医学会で公開講座特集号を刊行してこれを長
く記録にとどめたい気もしているし，その一部は他の雑
誌社のもとめに応じて投稿の予定のものもある。
これらのことは大学院教務委員会において来年度の公
開講座のことも含めてすぐれた企画がなされることと信
じているし，とくに若いひとびとの情熱と勇気がこの企
画に反映してゆくことを心から望んで、いる。
小林龍男
(千葉大学医学部大学院研究科長)
一昭和 43年 1月 21日受付-
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昭和 43年度 千葉大学大学院公開講座
場所: 各教室の集会室あるいは図書室
日 時 番 マEラコ 教室名 課 題 名 担当講師 司 ~ 者 
7月9日(火) 9""-'1-1 衛(生魔微生物研学) ブドウ球菌性食中毒について 藤原喜久夫教授 同 左 
P.M.4-6 
-2 法 医 学 最の近応用における血液型の発展とそ 木村 康助教授 同 左 
-3 外科学(2) 	
a 術宜特道前発癌性照の外道を科主拡体張的治症と療して(特)に 鍋谷 欣市講 手師}佐藤 博教授 
b 食射 について平島 毅助
-4 産科婦人科学最近の排卵誘発法 関 光倫講師斎藤 実助手 
7月10日(水) 10""-'1-1 病理学(1) 腫度虜と関の連組織し化た学基質・殊の変に癌化のに悪つ性い 林 豊助教授井出源四郎教授 
P.M.4-6 	 て 
-2 	偉? 生 学実験的粉塵症
ミルクアレルギー 平麟野潤英信実男貫講教喜 左師
一酸化炭素中毒症 
-3 外科学(1) 胆石症の診断と治療 窪田博吉講師綿貫重雄教授 
-4 眼 科 学 膜免疫症学的面から見た糖尿病性網 石川 清助教授鈴木宜民教授 
7月1日(木) 11""-'1-1 解剖学(1) 組織培養法 嶋田 裕講師福山右門教授 
P.M.4-6 
2 生理学(2) 心筋収縮異常と Ca，Kの関係 福田篤郎教授 同 左 
-3 学実験(化腐研学療)法 真菌症の化学療法 新井 正教授桑田次男助教授 
-4 内科学(1) パーキンソニスムについて 村越康一助教授萩原弥四郎教授 
7月12日(金) 12"，，-， 1-1 
の問題アレナリンをめぐる最近 	 村山 智助教授P.M.4-6 
薬 理
ドに… 語il1iii
-2 農山村医学農村貧血について 内田昭夫助教授柳沢利喜雄教授 
-3 整形外科学骨 腫 蕩 井上駿一助教授か 三浦義彰教授
ほ 
-4 泌尿器科学衡泌尿の器問科題領域における酸塩基平三橋慎一助教授百瀬剛一教授
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週間プログラム 7月 8日(月)"， 7月 12日(金)
日 時 番 号 教室名 課 題 名 担当講師 司 lヨミL 者 
7月8日(月) 8，，-，2-1 内科学(2) 定臨量床負応荷用型 Ergometerとその 稲垣義明講師斎藤十六教授 
P.M.7-9 
-2 耳鼻咽喉科学 鼻アレノレギー 奥田 稔助教授北村 武教授 
-3 麻 酔 学麻酔による循環動態の変化 嶋村欣一助教授米沢利英教授 
7月9日(火) 
P.M.7-9 
9，，-，2-1 脳解研剖学(2)と シナプスの構造と生理学 1ii議)萩原弥四郎教授 
-2 生化学(2) 核酸前駆体生合成の代謝調節 橘 正道教授手塚統夫講師 
-3 肺研病理学気管支上皮系における発癌につ井出源四郎教授香月秀雄教授
いて 
-4 小児科学 状青春腺機期能のホ jレモン環境，特に甲 中島博徳助教授久保政次教授 
7月10日(水) 10，，-，2-1 生理学(1)脊髄反射活動の抑制性調節につ本間三郎教授 同 左
いて 
P.M.7-9 
-2 病理学(2) 免の話疫病題理，化学と形態とー，二 近多藤田洋富郎雄講助 手師}岡林 篤教授 
3 放射線医学 ラジオアイソトープシンチグラ 有水 昇講師 同 左
フィ入門 
品目 -2 
7月1日(木) 1，，-，2-1 解剖学(3) 大脳半球の萎縮 川村光毅講師大谷克己教授 
P.M.7-9 
菌 学腫第ウイルスの検出方法 桑田次男助教授安村美博講師 
3 食(腐品衛生研学) 中毒医学と公衆衛生 相磯和嘉教授吉田 亮教授 
-4 肺研外科学肺における癌発生の場について香月秀雄教授井出源四郎教授 
7月12日(金) 12，，-，2-1 寄生虫学寄生虫性肉芽腫症について 吉村裕之助教授横川宗雄教授 
P.M.7-9 
-2 皮膚科学梅毒の現況 竹岡本内 '1峠昭勝二教講 授師} J市日 勝教授 
-3 神経精神医学頭蓋内腫療の診断 牧 豊講師松本 貯教授
